
 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
会
の
演
奏
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動
に
理
解
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
に
、
賛
助
会
員
と
し

て
援
助
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

賛
助
年
会
費 

一
口 

一
〇
〇
〇
円
か
ら 

会
員
の
皆
様
に
は
、 

発
行
の
度
に
新
聞
を
お
届
け
し
ま
す
。 

竹
と
風
の
音
を
楽
し
む
会
（
今
年
は
十

月
二
十
日
土
）に
ご
招
待
し
ま
す
。 

郵
便
振
替 

口
座
記
号
番
号 

00180-0-322563
 

加
入
者
名 

平
成
尺
八
塾
鳳
竹
会 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
尺
八
の
演
奏
を
愛
好

す
る
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
艶
歌
、
歌
謡
曲
、
童
謡
、
唱
歌
、
民
謡

な
ど
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
尺
八
本
曲
、
箏
・
三
味
線
と

の
合
奏
も
し
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
？
年
齢
？
音
痴
？
関
係
な
し
。
手
拍
子
が

打
て
れ
ばO

K

で
す
よ
。
仲
間
募
集
中
。 

ね
！
き
い
て
聞
い
て
聞
い
て
～
！ 

Ｑ
・
中
学
校
に
尺
八
部
が
で
き
た
っ
て
？ 

Ａ
・
は
い
、
調
布
市
立
第
三
中
学
校
の
正
規

の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
先
生
の
顧
問
が

つ
い
て
、
更
に
部
員
が
集
ま
ら
な
い
と
成
立

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
六
名
の
部
員
が
集
ま
っ

た
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。But

こ
れ
か
ら
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。 

 

四
月
二
七
日
調
布
警
察
署

尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
署
長
さ
ん
と

保
護
司
会
長
の
お
計
ら
い
で

実
現
し
ま
し
た
。
署
長
さ
ん

の
ご
挨
拶
で
は
、
震
災
の
被

災
者
が
整
然
と
行
動
し
世
界

か
ら
称
賛
を
う
け
た
が
身
に

つ
い
た
伝
統
文
化
の
影
響
が

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
う

と
話
さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。 

会
場
の
講
堂
に
は
八
十
数

名
の
制
服
姿
の
お
巡
り
さ
ん

が
集
ま
り
、
尺
八
の
演
奏
を

聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

演
奏
予
定
の
高
校
生
が
途
中

道
に
迷
い
、
私
が
捜
索
願
を

出
す
直
前
に
お
巡
り
さ
ん
が

案
内
し
て
く
れ
る
と
い
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
尺
八
吹
奏
体
験
も

行
い
署
長
さ
ん
他
約
３
０
人

の
署
員
の
方
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
何
と
七
割
の
方
が 

 
第
２
回 

忘
れ
ま
い
ぞ3.11

 

 

三
月
三
一
日
お
食
事
処
「
浜
勝
」
を 

会
場
に
さ
さ
や
か
な
第
二
回
忘
れ
ま
い

ぞ3.11

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
一
〇
数
名
の
方
が
賛
同
し
、
キ

ャ
ン
ド
ル
を
購
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

    
音
を
出
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
会
場
の
全
員
で
故
郷
、
今
日

の
日
は
さ
よ
う
な
ら
を
合
唱
い

た
し
ま
し
た
。 

演
奏
後
署
長
さ
ん
か
ら
何
と

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

五
月
一
九
日
は
介
護
福
祉
士
会

の
総
会
で
の
演
奏
で
す
。
主
催

は
特
定
非
営
利
法
人
川
崎
市
介

護
福
祉
士
会
。
会
場
は
溝
口
「
ス

ク
ラ
ム21

」。
演
奏
は
尺
八
二
重

奏
を
中
心
に
本
曲
木
枯
、
カ
ラ

オ
ケ
２
曲
。
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
福
祉
士
会
の
お
餅
つ
き
と

故
郷
・
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な

ら
の
全
員
合
唱
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。
私
達
は
早
め
に
出

て
い
ま
し
た
が
、
総
会
が
予
想
以

上
に
早
く
終
わ
っ
た
た
め
早
く

来
て
～
の
電
話
が
来
る
程
総
会

も
演
奏
も
、
円
滑
に
終
了
し
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

六
月
十
七
日
横
浜
市
港
北
区
の
文

化
財
「
横
溝
屋
敷
」
で
のYU

KATA 

P
ARTY

に
招
か
れ
ま
し
た
。KSGG

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
国
際
交
流
事

業
の
一
環
で
、
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
着
物
を
着
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
こ
の
日
は
着
物
＆
音
楽
と
い

う
こ
と
で
、
箏
尺
八
の
演
奏
と
体

主 

    

験
が
主
な

内
容
で
、

平
成
尺
八

塾
で
は
精

鋭
の
高
校

１
年
生
二

名
と
私
で

演
奏
し
ま

し
た
。
曲

は
森
岡
章

作
曲
「
み

ず
う
み
の

詩
」
竹
二

重
奏
曲
は

「
二
つ
の

野
ば
ら
・

聖
者
の
行

進
」
を
。

体
験
で
は

十
八
本
の

竹
が
フ
ル

回
転
で
。 

   

★
七
月
七
日 

新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

同
窓
会 

★
八
月
七
・
八
・
九
日 

た
づ
く
り
主
催 

キ
ッ
ズ
尺
八
教
室 

★
九
月
十
七
日
（
祝
） 

国
際
交
流
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

平
成
尺
八
塾
も
総
出
演
で
演
奏
し
ま

す
。 

会
場 
た
づ
く
り
く
す
の
き
ホ
ー
ル 

★
九
月
三
十
日 

第
五
回 

多
摩
川
名
月
祭 

 
 
 
 
 

会
場 

調
布
市
多
摩
川
七
丁
目
三
六
番

地
先
（
電
通
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
） 

平
成
尺
八
塾
も
出
演
し
ま
す
。 
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制服姿の署員の前で 

初の感謝状です 

えー尺八は…… 

お客さんとスイング 

キャンドルに 

感
謝
状
を 

介
護
福
祉
士
会 

総
会
で
（
川
崎
市
） Y

UK
A
TA

 PA
RT

Y
 

 

新たな誓いを 

  えー尺八は…… 

 

主催者の寛子さんと 

竹の音は心に響くと 築 150年の文化財の前で日本の伝統文化に包まれて 

042-486-4472 
090-3312-9193 
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